
【解題】
　紀要第16号（2022年刊行）に掲載された、「旧社会教育課永年文書細目録３」の続きである。
　文書群「旧社会教育課永年文書」は、主に太宰府町と水城村（１）の史跡・文化財行政に関連した
文書で構成されており6点の簿冊に分かれるが［概要については紀要12号（2018年刊行）を参照］、
今回採録の対象としたのは「昭和十二年度以降　宗教事蹟（史蹟ヲ含ム）　水城村」という表紙を持っ
た、元は簿冊形態の文書である。こちらも旧社会教育課永年文書１及び３と同じく市史の編さん時
の整理で綴りが解かれたものであるが、挟み込みの文書等は若干あるものの複雑な構造にはなって
おらず、元々の簿冊は年代順・事績順に綴られていたようである。
　簿冊の内容について簡単に述べると、その表題に端的に表されている通り、水城村における、布
教状況や規則等の報告書といった各宗教団体の活動事績の他、国有地内に所在の、もしくは史蹟名
勝天然紀念物保存法により指定を受けた寺院等施設（２）の調査に関する文書から成っている。時期
的な特徴は大きく３つあり、①昭和12（1937）年から19年については、戦時体制の整備過程におけ
る宗教諸法規の整理動向（３）に関係するもの、②昭和26年4月に公布された宗教法人法を受けての宗
教法人設立届、③昭和40年代の大宰府史跡指定拡張をめぐる新聞記事等に分けられるが、①の時期
に当たる文書が簿冊の大半を占めている。
　文化財行政について特徴的な文書を挙げると、①の時期に下記のものが見られる。
・67-1「重要美術品等ノ認定並ニ名勝天然紀念物ノ指定事務停止ニ関スル件移牒」
・69-1「寺院教会建物目的外使用ノ件」
・69-2「寺院、教会建物目的外使用実施要綱」
・69-3「寺院、教会等臨時使用ニ関スル件基準」
　いずれも昭和19年に発せられたもので、67-1は県公報の抜粋であり、文部省が「決戦下行政事務
ノ整理簡捷化ニ関」する閣議決定に基き新規の認定・指定事務を停止する旨の移牒である（４）。ま
た69-1は福岡県仏教会長名で出された文書で、69-2の要綱に基き、戒壇院を中央兵器福岡工場（大
野城市錦町）（５）の「労務者ノ共同宿舎トシテ臨時使用」するため、両者に「可然御配慮」を求め
たものである。要綱では、寺院については単なる宿舎としての役割だけでなく「寄宿労務者ノ修養、
錬成ノ道場タラシム可」き事も規定されている。
　なお、本号採録の簿冊では、綴られた文書に時期的な断続が見られるが、すでに発表した細目録
１の簿冊「史跡に関する事績」や細目録３の簿冊「文化財（元水城村）関係綴」と併せると時期的
な空白はあらかた埋まる。このことから、水城村の行政上、文化財事務と宗教事務は不可分の部分
があり、だからこそ文書群「旧社会教育課永年文書」は宗教事績を含む状態で形成された、と考え
られるのではないだろうか。
　本目録は、市史編さん事業の際に作成された細目録を元に、資料内容の記載等に修正を加えて再
編集した。（担当藤田理子・太宰府市公文書館会計年度任用職員）

資料目録

旧社会教育課永年文書細目録　４
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註
（１）太宰府町と水城村は昭和30（1950）年3月1日の合併により新太宰府町となり、現在の市域が成立する（市制施

行は昭和57年）。
（２）水城村においては大正10（1921）年3月に大宰府跡と水城跡が、翌11年10月に国分寺跡と国分寺瓦窯跡が、昭

和7年7月に大野城跡が史蹟指定を受けている。
（３）昭和14年4月、宗教団体法公布。
（４）ここでは、あくまでも停止するのは新規認定・指定事務のみであり「既ニ認定又ハ指定及仮指定セラレタル物

件ノ保存管理事務ハ停止セラレズ依然継続セラルヽモノニツキ其保存ニ関シテハ遺漏無之様」としている。
（５）昭和14年操業の日本自動車株式会社福岡工場が同18年9月の海軍管理工場指定を受け「中央兵器株式会社」に

社名変更となり、航空機用魚雷を製造することとなった（大野城市史編さん委員会編『大野城市史　下巻　近代・
現代編』、大野城市、2004年）。

【凡例】
１．本目録は、旧社会教育課で保管され市役所で永年保存とされていた文書の細目録である。
２．細目録１・３と同じく、元の目録は検索の便宜を考慮したためか、書綴形態の資料（こより紐

やクリップ等で綴られたもの）も細分化して目録が作成された。よって資料番号が複雑になって
いる。本目録では原則番号の再編は行っていないが、ひとまとまりのまま細分化せずに示した方
が分かりやすいと思われたものは、枝番号を廃して一括した。

３．目録における表記は、原則として新字体を使用し、旧字体・異体字等は適宜改めた。一般的な
表記と異なる場合は[ﾏﾏ]とした。

４．指定史跡等の名称については、原資料で使用されている表記のままとしたが、資料の内容を示
す場合には、漢字表記を現行のものに改めた（例えば、「太宰府趾」は「大宰府跡」とした。）

５．目録の記載項目は番号、名称、年月日、作成・宛所とした。各項目の詳細については次の通り
である。

　（１�）番　号　原則として、最初の整理時に与えられた番号を採用した。
　（２�）名　称　資料に記載された名称をゴシック体で示した。記載がないものは〔　〕を付して

仮題とした。必要な場合は内容や資料の編綴情報等を補足し、明朝体で記した。
　（３�）年月日　算用数字に改めた。内容から推測できるものについては〔　〕を付した。
　（４�）作成・宛所　史料の授受関係は矢印「→」を用いて示した。不明の場合は空欄とした。
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番号 名　　称 年月日 作成・宛所

1 信徒人員届　昭和11年12月末日調 昭和12年1月5日
福岡県筑紫郡水城村　神道一ノ宮
教会担任教師大教正合谷国太郎

（印）→福岡県知事畑山四男美殿

2-1 〔許可書〕　写、社兵第340号、日菅寺への改称を許可、2はク
リップで一括 昭和12年3月23日 福岡県知事畑山四男美→筑紫郡水

城村観世音寺　日蓮宗仙応坊

2-2-1-1 寺号改称願　写、前師佐野前励の遺志を嗣ぎ日蓮宗仙応坊を
日菅寺と改称、2-2は紙縒で一括 昭和12年3月2日 右寺住職河辺励運（印）他6名→福

岡県知事畑山四男美殿

2-2-1-2 副申　写、仙応坊を日菅寺と改称する件 昭和12年1月6日 日蓮宗管長望月日謙→福岡県知事
畑山四男美殿

2-2-2 寺号改称願ニ対スル副申　写、水社寺第5号、仙応坊の日菅
寺への改称を必要と認め取り計らいを依頼 昭和12年3月17日 筑紫郡水城村長竹森善太郎→福岡

県知事畑山四男美殿

3-1 〔願〕　観世音寺史跡榜示板建替の件、3は紙縒で一括 昭和13年12月17日
筑紫郡水城村　観世音寺住職石田
琳樹（印）→福岡県学務部長篠山
千之殿

3-2 見積書　榜示板設置費明細、榜示板の図あり

3-3 榜示板記載ノ図並ニ記事　観世音寺由緒・境内図面等

4-1 寺院仏堂ニ於テ国有財産使用調査ニ関スル件　水社寺第3号
ノ2、観世音寺・国分寺につき報告 昭和14年6月8日 筑紫郡水城村長宮原庸五郎→福岡

県学務部長殿

4-2 寺院、仏堂ニ於テ国有財産使用調査ニ関スル件　社兵第3535
号、寺院・仏堂に貸与の国有財産処分準備のため調査 昭和14年4月18日 福岡県学務部長→各市町村殿

5 信徒人員届　昭和14年12月末日調 昭和15年1月10日
福岡県筑紫郡水城村　神道一宮教
会担任教師大教正合谷国太郎（印）
→福岡県知事赤松小寅殿

6-1 寺院、仏堂ニシテ国有財産調査ニ関スル件　社兵第3535号、
明細帳と照合後の再調査を依頼 昭和14年12月7日 福岡県学務部長→筑紫郡水城村長

殿

6-2 寺院仏堂国有財産使用調（明細帳ニ登載分）筑紫郡水城村　
観世音寺・国分寺分

7-1 寺宝搬出許可願　大阪朝日新聞社主催2600年史展覧会出陳の
ため都府楼古瓦3点を一時搬出、7はステープルで一括 昭和15年2月 5日

福岡県筑紫郡水城村　観世音寺住
職石田琳樹（印）→福岡県知事児
玉九一殿

7-2 添書　寺宝搬出を許可 昭和15年2月 5日 福岡県筑紫郡水城村　観世音寺住
職石田琳樹（印）

7-3 寺宝搬出許可ニツイテ副申　観世音寺寺宝の保管に責任を負
う旨 昭和15年2月 1日 大阪北区中之島三丁目　大阪朝日

新聞社計画部長中村喜一郎（印）

8 寺院等ニ無償ニテ貸付シアル国有財産ノ処分ニ関スル件　処
分に関する別紙ビラの国分寺他への配布を依頼 昭和14年11月8日 福岡税務署長（公印）→筑紫郡水

城村長殿

9 宗教団体法実施準備ニ関スル件　社兵第6166号、趣旨・要綱
を了知の上各代表者を指導するよう依頼 昭和14年11月27日 福岡学務部長→筑紫郡水城村長殿

10 注意　寺院・仏堂調査の件、9の続きヵ

11 国有地使用セル仏堂明細帳脱漏編入申請ニ関スル件　社兵第
7529号、脱漏分を大至急申請をするよう督促 昭和15年1月20日 福岡県学務部長→筑紫郡水城村長

殿

12 市町村役場社寺主任者会議ノ件　社兵号外、宗教団体法の徹
底を図るため開催につき出席依頼 昭和15年3月29日 福岡県学務部長→各市町村殿

13 国有地使用セル仏堂明細帳脱漏編入申請ニ関スル件　社兵第
7529号、該当の仏堂がある場合は至急報告するよう督促 昭和15年3月7日 福岡県学務部長→水城村長殿

14-1 申請書ニ対スル添付書類　添付すべき事項を列挙

14-2 脱漏編入後予定明細帳　雛形

14-3 仏堂明細帳脱漏編入申請　雛形

14-4 明細帳登載洩仏堂　水城村内3ケ所を書き込み

15 教会所調　実行教神道一ノ宮教会分

16-1 寺院調　国分寺分

16-2 寺院調　観世音分

16-3 寺院調　日菅寺分
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16-4 寺院調　戒壇院分

17-1 宗教結社届（御嶽教所属）　所属教師の旨届出、17は紙縒で
一括 昭和15年4月9日 福岡県水城村大字水城　吉次トワ

（印）→福岡県知事児玉九一殿

17-2 宗教結社規則（御嶽教所属）　水城村宣布所のもの

17-3 宗教結社届ニ添付スベキ事項 昭和15年4月9日 福岡県筑紫郡水城村大字水城　吉
次トワ（印）

17-4 証明書　吉次トワの兵役関係等 昭和15年4月5日 福岡県筑紫郡大野村長山上高太郎
（公印）

17-5 履歴書　吉次トワ

17-6 壱ケ年ノ収支予算

17-7 〔戸籍抄本〕　吉次梅吉・トワ分 昭和15年4月5日 福岡県筑紫郡大野村長山上高太郎
（公印）

17-8 〔図面〕　御嶽教水城宣布所の正面図・側面図・配置図及び平
面図

17-9 〔図面〕　御嶽教水城宣布所位置図

18-1 宗教結社届（御嶽教所属）　所属教師の旨届出、18は紙縒で
一括、17と同内容 昭和15年4月9日 福岡県筑紫郡大字水城　吉次トワ

（印）→福岡県知事児玉九一殿

18-2 宗教結社規則（御嶽教所属）　水城村宣布所のもの

18-3 宗教結社届ニ添付スベキ事項 昭和15年4月9日 福岡県筑紫郡水城村大字水城　吉
次トワ（印）

18-4 証明書　吉次トワの兵役関係等 昭和15年4月5日 福岡県筑紫郡大野村長山上高太郎
（公印）

18-5 履歴書　吉次トワ

18-6 壱ケ年ノ収支予算

18-7 〔戸籍抄本〕　吉次梅吉・トワ分 昭和15年4月5日 福岡県筑紫郡大野村長山上高太郎
（公印）

18-8 〔図面〕　御嶽教水城宣布所の正面図・側面図・配置図及び平
面図

18-9 〔図面〕　御嶽教水城宣布所位置図

19 宗教結社天台宗修験道大師会結社　宗教結社届・宗教結社規
則・収支予算書等、建物図・所在地図あり 昭和15年10月26日 天台宗修験道大師会宗教結社代表

者及布教者一僧祇関ヨネ

20 宗教結社届再出ニ関スル件　社兵第4807号、本月20日までに
提出の指導依頼 昭和15年11月9日 福岡県学務部長→各市町村長殿

21 史蹟名勝天然紀念物保存法ニ依リ指定セラレタル寺院仏堂敷
地調査ノ件　水社寺第2号ノ2、国分寺の件報告 昭和16年1月28日 筑紫郡水城村長宮原庸五郎→福岡

県学務部長殿

22 史蹟名勝天然紀念物保存法ニ依リ指定セラレタル寺院仏堂敷
地調査ノ件　社兵号外、至急調査の上回答のこと 昭和16年1月15日 福岡県学務部長（公印）→筑紫郡

水城村村長殿

23 報告書　国分寺布教の状況等 昭和16年2月20日 古義真言宗　右寺住職清原亮諦
（印）→福岡県知事本間精殿

24 報告書　観世音寺布教の状況等 昭和16年2月27日 天台宗観世音寺　右寺住職石田琳
樹（印）→福岡県知事本間精殿

25 報告書　日菅寺布教の状況等 昭和16年2月　日 日菅寺住職河辺励運（印）→福岡
県知事本間精殿

26 届出　御嶽教宣布所布教の状況等 昭和16年1月31日 神道御嶽教宣布所右代表者吉次ト
ワ（印）→県知事本間精殿

27 届書　御嶽教水城宣布所の教師等の国籍報告 昭和16年1月31日 水城宣布所右代表吉次トワ（印）→
宮原庸五郎殿

28 重要美術品等認定ニ関スル件　社兵第4597号、字般若寺所在
の石造七重塔が認定されたので認定書を送付の旨 昭和15年10月29日 福岡県学務部長（公印）→筑紫郡

水城村長殿

29-1 重要美術品等認定ニ干[ﾏﾏ]スル件　社兵第4号ノ2、18日付社
兵第368号通牒に対する回答（観世音寺分） 昭和16年2月24日 筑紫郡水城村長宮原庸五郎→福岡

県学務部長

29-2 重要美術品等認定ニ関スル件　社兵第368号、観世音寺の碾
磑の所有者等の回答を依頼 昭和16年2月18日 福岡県学務部長（公印）→筑紫郡

水城村長殿

30-1 送金請求書　大宰府跡及び国分寺跡榜示板建設費、30は糊で
貼付 昭和16年3月27日 筑紫郡水城村長宮原庸五郎→福岡

県知事本間精殿
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30-2 〔請求書〕　大宰府跡及び国分寺跡榜示板建設代 〔昭和16年〕3月5日 川上市太郎→宮原村長殿

30-3 榜示板建設ニ関スル件　第34号、大宰府跡及国分寺跡榜示板
腐朽につき建替を申請 昭和15年10月4日 筑紫郡水城村長宮原庸五郎→福岡

県知事殿

31 〔照会〕　国寺150号、国有境内地払下げの件周知徹底を依頼
（字東蓮寺薬師堂） 昭和16年6月7日 熊本税務監督局長（公印）→水城

村長

32 国宝、史蹟等ノ防護ニ関スル件依命通牒　社兵秘第29号、国
宝史蹟等防護対策実施要綱決定の件 昭和16年9月5日 福岡県警察部長　福岡県学務部長

→筑紫郡水城村長殿

33 国宝、史蹟等防護対策実施要綱 〔昭和16年〕

34 国宝史蹟等ノ防護ニ関スル件　社兵秘第29号、国宝史蹟等防
護対策要綱決定の件 昭和16年9月5日 福岡県学務部長→筑紫郡水城村村

長殿

35 報告書　観世音寺布教の状況等 昭和16年2月27日 天台宗観世音寺　右住職石田琳樹
（印）→福岡県知事本間精殿

36 報告書　国分寺布教の状況等 昭和16年2月20日
古義真言宗国分寺　右寺院住職清
原亮諦（印）→福岡県知事本間精
殿

37 報告書　日菅寺布教の状況等 昭和16年2月　日 日菅寺住職河辺励運（印）→福岡
県知事本間精殿

38 宗教団体法施行ニヨル仏堂取扱ニ関スル件通牒　社兵第1460
号、各寺院に仏堂の所属方を速かに申請するよう指導を依頼 昭和16年10月25日 福岡県学務部長→各市町村長殿

39 信徒総代選任届　総代4名 昭和17年1月28日
水城村大字観世音寺　天台宗観世
音寺住職石田琳樹（印）→水城村
村長中島久七殿

40 報告書　観世音寺布教の状況等 昭和17年1月　日 天台宗観世音寺　右住職石田琳樹
（印）→福岡県知事本間精殿

41 報告書　国分寺布教の状況等 昭和17年2月13日 真言宗国分寺　右清原亮諦（印）→
福岡県知事本間精殿

42 〔寺院・仏堂に対する指導事項〕　宗教団体法施行に関する指
示・書類提出の際の注意事項等

43-1 教会規則認可申請書　神道実行教一宮教会、43は紙縒で一括 昭和17年2月25日
福岡県筑紫郡水城村大字観世音寺
　右教会主管者大教正合谷国太郎

（徹洲）（印）→福岡県知事本間精
殿

43-2 宗教団体法施行規則第六十七條ニ依ル添附書類　目録

43-3 神道実行教一宮教会規則

43-4 土地建物貸与主承諾書　大字観世音寺の土地・建物を実行教
一宮教会に無期限貸与の件 昭和17年1月15日

福岡県小倉市原町　土地貸与主合
谷国太郎（印）、福岡県右仝上　家
屋貸与主合谷国太郎（印）

43-5 総代同意書　神道実行教一宮教会の規則制定並びに認可申請
の件 昭和17年1月23日 総代小倉市南山越町　土原辰夫

（印）他2名→福岡県知事本間精殿

43-6 承認書　教第119号、神道実行教一宮教会規則制定の件 昭和17年1月29日
神道実行教管長柴田道守→福岡県
筑紫郡水城村大字観世音寺　神道
実行教一宮教会教会主管者合谷国
太郎

43-7 教会所姿図　1/100、正面図・側面図

43-8 〔図面〕　教会平面図・配置図

43-9 〔図面〕　教会位置図

44-1 報告書　天台宗修験道大師会結社布教の状況等、44は紙縒で
一括 昭和17年2月25日

天台宗修験道大師会結社　右代表
者関ヨネ（印）→福岡県知事本間
精殿

44-2 同意書　第36号、結社を組織し届出の件につき 昭和15年10月28日
天台宗修験道大本山金峯山寺管領
長尾寂泉→天台宗修験道教師一僧
祇関ヨネ

45 〔白紙〕　背表紙ヵ

46-1 住職就任届　真言宗国分寺前住職死去につき3月20日就任の
件、46は紙縒で一括 昭和17年3月25日 右寺兼務住職藤田紫雲（印）→福

岡県知事本間精殿

46-2 辞令写　国分寺兼務住職を任ず 昭和17年3月20日
真言宗管長大僧正藤村密幢→福岡
県福岡市上小山町　東長寺住職藤
田紫雲

46-3 履歴書　 昭和17年3月24日 藤田紫雲（印）
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47 住職死亡届　真言宗国分寺住職清原亮諦1月8日死亡につき 昭和17年3月25日 右寺兼務住職藤田紫雲（印）→福
岡県知事本間精殿

48-1 寺院規則認可申請書　観世音寺、48は紙縒で一括 昭和17年3月　日 右寺院住職石田琳樹（印）→福岡
県知事本間精殿

48-2 添付書類　目録

48-3 同意書　観世音寺寺院規則制定認可申請の件 昭和17年3月11日 総代水城村大字観世音寺原野乕吉
（印）他3名→福岡県知事本間精殿

48-4 承認書　規令491号、寺院規則制定並びに許可申請の件 昭和17年2月19日 天台宗管長大僧正渋谷慈鎧→天台
宗観世音寺

48-5 天台宗観世音寺院規則 観世音寺住職石田琳樹（印）

48-6 教義ノ大要

48-7 境内地ノ位置坪数　観世音寺分

48-8 建物ノ名称種類用途位置構造坪数　観世音寺本堂等

48-9 基本財産ノ種類数量金額　観世音寺分

48-10 証明書　国庫証券額面・郵便貯金残高 昭和17年3月31日 福岡県二日市郵便局

48-11 〔封筒〕　「観世音寺講堂金堂鐘楼事務所庫裡　平面図写真」
とあり、中身なし 観世音寺

49-1 寺院規則認可申請書　国分寺分、49は紙縒で一括、49-11～
-17は49-10と-18の間に挿入 昭和17年3月28日 右寺院住職藤田紫雲（印）→福岡

県知事本間精殿

49-2 真言宗寺院規則 福岡県筑紫郡水城村大字国分　真
言宗国分寺住職藤田紫雲（印） 

49-3 同意書　国分寺規則制定の件 昭和17年3月28日 右寺檀徒総代福岡県筑紫郡水城村
大字国分　中島松次郎（印）他3名

49-4 同意書　国分寺規則制定の件 昭和17年3月28日
右寺院法類総代福岡県福岡市大字
堅粕　東光院住職摩尼亮順（印）他
1名

49-5 承認書　庶寺収第1562号、国分寺規則制定の件 昭和17年1月27日 真言宗管長藤村密幢

49-6 教義ノ大要

49-7 境内ノ位置坪数　国分寺分

49-8 建物ノ名称、種類、用途、位置、構造、坪数　国分寺本堂・
庫裡

49-9 基本財産ノ種類、数量、金額　国分寺分

49-10 証明書　国分寺定期預金 昭和16年11月1日 筑紫郡二日市町　株式会社武石銀
行代表取締役武石政右エ門（印）

49-11 〔地籍図〕　観世音寺所有地の一部ヵ

49-12 観世音寺鐘楼平面図　縮尺1/100、写真2枚貼付

49-13 観世音寺実測図　縮尺1/600

49-14 観世音寺金堂平面図　縮尺1/100、写真2枚貼付

49-15 観世音寺事務所平面図　縮尺1/100、写真2枚貼付

49-16 観世音寺庫裡平面図　縮尺1/100、写真2枚貼付

49-17 観世音寺本堂平面図　縮尺1/100、写真2枚貼付

49-18-1 土地台帳謄本　国分寺所有地大字吉松字川原・下川原、49-
18-1～-18-3は紙縒で一括 昭和16年11月12日 福岡税務署

49-18-2 土地台帳謄本　国分寺所有地大字吉松字下川原 昭和16年11月12日 福岡税務署

49-18-3 土地台帳謄本　国分寺所有地大字吉松字狭間 昭和16年11月12日 福岡税務署

49-19-1 〔登記簿謄本〕　写、登記番号第590号、水城村国分字川添の
畑地の変更、49-19-1～-19-6は紙縒で一括 昭和16年11月8日 福岡区裁判所二日市出張所裁判所

書記小島義雄
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49-19-2 〔登記簿謄本〕　写、登記番号第591号、水城村国分字川添の
畑地の変更 昭和16年11月8日 福岡区裁判所二日市出張所裁判所

書記小島義雄

49-19-3 〔登記簿謄本〕　写、登記番号第592号、水城村国分字堀田の
畑地の変更 昭和16年11月8日 福岡区裁判所二日市出張所裁判所

書記小島義雄

49-19-4 〔登記簿謄本〕　写、登記番号第593号、水城村国分字川添の
山林の変更 昭和16年11月8日 福岡区裁判所二日市出張所裁判所

書記小島義雄

49-19-5 〔登記簿謄本〕　写、登記番号第594号、水城村国分字辻の山
林の変更 昭和16年11月8日 福岡区裁判所二日市出張所裁判所

書記小島義雄（朱書公印写）

49-19-6 〔登記簿謄本〕　写、登記番号第839号、水城村国分字川添の
畑地の変更 昭和16年11月8日 福岡区裁判所二日市出張所裁判所

書記小島義雄

49-20 〔写真〕　本堂・庫裡・礼拝堂

49-21 福岡県筑紫郡水城村国分寺実測図　平面図・付近状況図・配
置図 昭和16年12月26日 長沢建築設計事務所

50-1 寺院規則認可申請書　戒壇院分、50は紙縒で一括、50-8は
50-9の間に挿入 昭和17年3月11日 右寺兼務住職龍淵戒応(印)→福岡県

知事本間精殿

50-2 寺院規則
福岡県筑紫郡水城村大字観世音寺
堂回　戒壇院兼務住職龍淵戒応

（印）

50-3 〔承認書〕　第4362号、寺院規則の承認 昭和17年3月20日 臨済宗管長足利紫山（公印）

50-4 教義ノ大要

50-5 同意書　戒壇院寺院規則の件 昭和17年3月12日 福岡県筑紫郡水城村大字観世音寺
　総代八尋百太郎（印）他2名

50-6 境構内地ノ位置及坪数

50-7 建物明細書

50-8 〔覚〕　「神社ナシ、学校ナシ、寺院ナシ」とあり

50-9 戒壇院附近見取図　縮尺1/600 昭和17年3月17日 行政書士測量師野見山繁信（印）

50-10 家屋配置図　縮尺1/600

50-11 本堂平面図　縮尺1/100

50-12 庫裡平面図　縮尺1/100

50-13 書院平面図　縮尺1/100

50-14 〔写真〕　戒壇院本堂正面と側面

50-15 〔写真〕　戒壇院庫裡正面と側面

50-16 〔写真〕　戒壇院鐘楼

50-17 基本財産ノ種類数量金額

50-18 土地台帳謄本 昭和17年2月24日 福岡税務署

50-19 境内建物増改築始末書　寺院明細帳との相違の件 昭和17年3月 日
福岡県筑紫郡水城村大字観世音寺
　戒壇院兼務住職龍淵戒応（印）→
福岡県知事本間精殿

50-20 〔願書〕　寺院規則認可後の建物登記手続の承認を申請 昭和17年3月 日 福岡県筑紫郡水城村大字観世音寺
　戒壇院兼務住職龍淵戒応（印）

51 報告書　観世音寺布教の状況等 昭和17年1月 日 天台宗観世音寺　右寺住職石田琳
樹（印）→福岡県知事本間精殿

52 仏堂明細帳削除方ノ件　水社寺第30号、庚申堂・薬師如来堂・
薬師堂は受持僧侶不在に付削除を申請 昭和17年3月31日 筑紫郡水城村長中嶋久七→福岡県

学務部長殿

53 教会規則認可之請書　3月28日付17社兵第510号による認可に
対する請書 昭和17年4月19日 教会主管者合谷国太郎（印）→福

岡県知事本間精殿

54-1 宗教結社届　華厳宗水城村説教所、54は紙縒で一括 昭和17年4月17日 右代表者高橋松源（印）→福岡県
知事本間精殿

54-2 布教者届　華厳宗水城村宗教結社の代表者住所氏名 昭和17年4月17日 右代表者高橋松源（印）→福岡県
知事本間精殿
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54-3 華厳宗水城説教所規則

54-4 添付書類　目録

54-5 履歴書　僧侶高橋松源 昭和17年4月17日 右本人高橋松源（印）

54-6 説教所説立承認書写　水城村説教所設立の件 昭和17年4月15日 華厳宗管長大僧正鷲尾隆慶

54-7 身分証明書　写、高橋松源分 昭和17年3月7日 愛媛県周葉郡丹原町長行元亀一

54-8 福岡県筑紫郡水城村大字坂本水城説教所　配置図・平面図・
構造図・断面図

54-9 福岡県筑紫郡水城村坂本水城説教所付近見取図

55 寺院教会規則認可ニ関スル件　17社兵号外、日菅寺の規則未
提出につき事情調査の上報告を依頼 昭和17年6月1日 福岡県学務部長→筑紫郡水城村長

56-1 寺院規則認可申請書　日蓮宗日菅寺、56は紙縒で一括 昭和17年3月30日 右寺院住職河辺励運（印）→福岡
県知事本間精殿

56-2 承認書　別紙寺院規則の件 昭和17年3月26日 日蓮宗管長酒井日慎（公印）→日
菅寺住職河辺励運

56-3 教義ノ大要

56-4 日蓮宗日菅寺寺院規則 福岡県筑紫郡水城村　日菅寺住職
河辺励運（印）

56-5 寺院規則同意書　日菅寺寺院規則の件 昭和17年3月30日
仝県同仝郡筑紫村大字原田　総代
山崎幸太郎（印）他2名→日蓮宗日
菅寺　右寺住職河辺励運

56-6 寺院規則同意書　日菅寺寺院規則の件 昭和17年3月25日
仝県浮羽郡御幸村大字流川　本仏
寺住職干与人法類総代佐野前光

（印）他1名→日蓮宗日菅寺　右寺
住職河辺励運

56-7 日菅寺境内地ノ位置、坪数

56-8 日菅寺建物ノ名称、種類、用途、位置、構造、坪数

56-9 日菅寺基本財産ノ種類、数量、金額

56-10 証明書　定期預金残高 昭和17年3月17日
株式会社十七銀行大学通支店（公
印）→日菅寺基本金管理者河辺励
運殿

56-11 登記簿抄本　登記第845号、水城村観世音寺字松ヶ浦 昭和17年3月20日 福岡区裁判所二日市出張所裁判所
書記小島義雄（公印）

56-12 登記簿抄本　登記第461号、水城村観世音寺字大浦谷 昭和17年3月20日 福岡区裁判所二日市出張所裁判所
書記小島義雄（公印）

56-13 登記簿抄本　登記第143号、水城村観世音寺字大裏 昭和17年3月20日 福岡区裁判所二日市出張所裁判所
書記小島義雄（公印）

56-14 登記簿抄本　登記第102号、水城村観世音寺字松ヶ浦 昭和17年3月20日 福岡区裁判所二日市出張所裁判所
書記小島義雄（公印）

56-15 登記簿抄本　登記第111号、水城村観世音寺字松ヶ浦 昭和17年3月20日 福岡区裁判所二日市出張所裁判所
書記小島義雄（公印）

56-16 登記簿抄本　登記第679号、水城村観世音寺字松ヶ浦 昭和17年3月20日 福岡区裁判所二日市出張所裁判所
書記小島義雄（公印）

56-17 登記簿抄本　登記第110号、水城村観世音寺字大浦谷 昭和17年3月20日 福岡区裁判所二日市出張所裁判所
書記小島義雄（公印）

56-18 登記簿抄本　登記第465号、水城村観世音寺字大浦谷 昭和17年3月20日 福岡区裁判所二日市出張所裁判所
書記小島義雄（公印）

56-19 登記簿抄本　登記第363号、水城村観世音寺字松ヶ浦 昭和17年3月20日 福岡区裁判所二日市出張所裁判所
書記小島義雄（公印）

56-20 登記簿抄本　登記第847号、水城村観世音寺字松ヶ浦 昭和17年3月20日 福岡区裁判所二日市出張所裁判所
書記小島義雄（公印）

57-1 見取図　日菅寺境内周辺

57-2 日菅寺境内配置図　縮尺1/600

58-1-1 住職就任届　4月28日就任、58は紙縒で一括、58-1は紙縒で一
括 昭和18年5月15日

福岡県筑紫郡水城村観世音寺　戒
壇院住職若尾担雪（印）→福岡県
知事本間精殿
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58-1-2 〔辞令〕　写、戒壇院住職を任ず 昭和18年4月28日 臨済宗管長峯尾宗悦→山梨県妙心
寺末別格地長禅寺従弟若尾担雪

58-2-1 住職解任届　4月28日戒壇院兼務住職を解任、58-2は紙縒で一
括 昭和18年5月15日

福岡県福岡市御供所町　聖福寺住
職龍淵戒応（印）→福岡県知事本
間精殿

58-2-2 〔辞令〕　写、願により解任 昭和18年4月28日
臨済宗管長峯尾宗悦→福岡県妙心
寺末五等地戒壇院兼務住職龍淵戒
応

59 墓地改葬周知方ノ件　福地兵学第1599号、八幡市大字枝光字
下方の墓地の縁故者は8月31日までに申出の旨 昭和18年6月22日 福岡県福岡地方事務所長→各町村

殿

60 報告書　国分寺布教の状況等 昭和18年6月20日 右寺兼務住職藤田紫雲（印）→福
岡県知事本間精殿

61 国宝出陳命令ノ件通牒送付　18福兵学第1549号、内政部長よ
りの別紙通牒を観世音寺住職へ回送の依頼 昭和18年6月21日 福岡県福岡地方事務所長（公印）→

水城村長殿

62 報告書　戒壇院布教の状況等 昭和18年6月20日 右寺院住職若尾担雪（印）→福岡
県知事本間精殿

63 報告書　観世音寺布教の状況等 昭和16年6月 日 右寺院住職石田琳樹（印）→福岡
県知事本間精殿

64 報告書　日菅寺布教の状況等 昭和18年6月29日 右寺住職河辺励運（公印）→福岡
県知事本間精殿

65 宗教団体法施行細則第三十条ニ関スル報告　華厳宗水城説教
所布教の状況等 昭和18年6月18日 右代表者高橋松源（印）→福岡県

知事本間精殿

66-1 総代撰任書　八尋百太郎他2名を選任、66は紙縒で一括 昭和18年5月1日
福岡県筑紫郡水城村　臨済宗戒壇
院住職若尾担雪（印）→福岡県知
事本間精殿

66-2 同意書　八尋百太郎他2名を戒壇院総代に選任する件 昭和18年5月1日
福岡県筑紫郡水城村　（総代）八尋
百太郎（印）他4名→戒壇院住職若
尾担雪殿

67-1
重要美術品等ノ認定並ニ名勝天然紀念物ノ指定事務停止ニ関
スル件移牒　19教第423号、決戦下行政事務の整理簡捷化に
関し2月7日より当分の間停止

昭和19年2月29日 福岡県内政部長→各地方事務所長
殿　各市町村長殿

67-2 宗教結社実在調査ニ関スル件　19教第525号、調査の上県あ
るいは地方事務所へ届出のこと 昭和19年3月4日

福岡県内政部長・福岡県警察部長
→各地方事務所長殿　各市町村長
殿

68 国有財産譲受届　国有地を観世音寺に無償譲渡の件、図面あ
り 昭和19年4月8日 右寺住職石田琳樹（印）→福岡県

知事吉田茂殿

69-1 寺院教会建物目的外使用ノ件　戒壇院を中央兵器福岡工場に
おいて使用、69は紙縒で一括 昭和19年4月16日 福岡県仏教会長（公印）→筑紫郡

水城村長殿

69-2 寺院、教会建物目的外使用実施要綱　軍需生産の労務要員の
共同宿舎としての臨時使用について規定

69-3 寺院、教会等臨時使用ニ関スル件基準

70-1 報告書　観世音寺布教の状況等 昭和19年4月 日 天台宗観世音寺　右寺住職石田琳
樹（印）→福岡県知事吉田茂殿

70-2 境内木伐採届　観世音寺境内の松樹枯木伐採の件 昭和19年5月20日 右寺住職石田琳樹（印）→水城村
長中島久七殿

71 報告書　国分寺布教の状況等 昭和19年7月10日 真言宗国分寺　右寺謙務住職藤田
紫雲（印）→福岡県知事吉田茂殿

72-1 宗教事務参考書送付ノ件 19教第2165号、別途送付の通知及
び正誤、72-2の裏に貼付 昭和19年10月3日 福岡県内政部長→各町村長殿

72-2 〔通知〕　海軍大佐萩尾力他3名の戦死者合同村葬執行の件 昭和19年10月30日 筑紫郡水城村長中島久七

73-1 住職就任届　9月1日付で戒壇院住職に就任、73は紙縒で一括 昭和19年9月13日 右寺住職龍淵環洲（印）→福岡県
知事吉田茂殿

73-2 理由書　前住職若尾担雪死去により住職就任 昭和19年9月13日 戒壇院住職龍淵環洲（印）

73-3 履歴書 昭和19年9月13日 右本人龍淵環洲（印）

73-4 〔辞令〕　写、戒壇院住職に任ず 昭和19年9月1日
臨済宗管長関精拙→福岡県福岡市
御供所町　妙心寺未準別格地円覚
寺住職龍淵環洲

74 宗教法人設立登記届　宗教法人「国分寺」を設立登記（登記
番号第67号）、証明書添付 昭和28年4月21日 宗教法人「国分寺」代表役員原善

信（印）→福岡県知事杉本勝次殿

75 宗教法人設立届　宗教法人「日蓮宗日菅寺」を設立登記（登
記番号72号）、証明書添付 昭和27年7月28日 宗教法人「日菅寺」代表役員岡崎

励妙（印）
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76 宗教法人設立届 昭和28年4月23日
筑紫郡水城村大字国分字衣掛　天
満宮代表役員御田良清（印）→福
岡県知事杉本勝次殿

77 宗教法人設立届 昭和28年4月23日
筑紫郡水城村大字向佐野字前田　
丸山神社代表役員御田良清（印）→
福岡県知事杉本勝次殿

78-1 宗教法人設立届 昭和28年4月23日
筑紫郡水城村大字大佐野字京の尾
　地録神社代表役員御田良清（印）
→福岡県知事杉本勝次殿

78-2 宗教法人設立届 昭和28年4月23日
筑紫郡水城村大字通古賀字扇屋敷
　王城神社代表役員御田良清（印）
→福岡県知事杉本勝次殿

79-1 宗教法人設立届 昭和28年4月23日
筑紫郡水城村大字片野字隈　鹿島
神社代表役員御田良清（印）→福
岡県知事杉本勝次殿

80-1 宗教法人設立届 昭和28年4月23日
筑紫郡水城村大字水城字竹越　老
松神社代表役員御田良清（印）→
福岡県知事杉本勝次殿

80-2 宗教法人設立届 昭和28年4月23日
筑紫郡水城村大字観世音寺字山ノ
井　日吉神社代表役員御田良清

（印）→福岡県知事杉本勝次殿

81 宗教法人設立届 昭和28年4月23日
筑紫郡水城村大字坂本字辻　八幡
神社代表役員御田良清（印）→福
岡県知事杉本勝次殿

82 宗教法人設立届 昭和28年4月23日
筑紫郡水城村大字吉松字宮の森　
宝満神社代表役員御田良清（印）→
福岡県知事杉本勝次殿

83 宗教法人設立届 昭和28年4月23日
筑紫郡水城村大字国分字堀田　天
満宮代表役員御田良清（印）→福
岡県知事杉本勝次殿

84
〔新聞切抜〕　夕刊フクニチ「太宰府で発掘調査　解明される
奈良－平安の生活様式　井戸や石器など出土　『官人』の住
居跡と断定」　夕刊フクニチ切抜

昭和42年1月16日

85 〔新聞切抜〕　紙名不詳「中央に70センチの台座　太宰府国分
尼寺の礎石発掘」、記事に対し意見の書き込みあり 〔昭和42年6月15日〕

86 特別史跡大宰府跡、史跡大宰府学校院跡、史跡観世音寺およ
び子院跡、地籍図　国有地及び各年度買収地を色分け 昭和45年12月 作製　大[ﾏﾏ]宰府町

87 筑紫郡太宰府町大字観世音寺字蔵司四四参番壱　地積測量図
　縮尺1/300、求積表あり

昭和46年3月11日作
成

土地家屋測量事務所　土地家屋調
査士成吉徳太郎（印）

88
筑紫郡太宰府町大字観世音寺字蔵司四四三番一、四四四番一
外数筆　所有者別地積測量図　縮尺1/300、求積表あり、計7
筆

土地家屋測量事務所　土地家屋調
査士成吉徳太郎（印）

89-1
地積測量図　写、大字観世音寺字月山・大裏・学業・今道・
大浦谷・千代岳・大字国分字堀田・川添・衣掛、89はステー
プルで一括

作製年月日　昭和
46年12月19日

筑紫郡太宰府町大字観世音寺　土
地家屋調査士古川金光（印）、申請
人　太宰府町長川辺善郎

89-2 〔地籍図〕　大字国分の一部・字名不詳

90
特別史跡太宰府跡[ﾏﾏ]、史跡太宰府[ﾏﾏ]学校院跡、史跡観世音
寺および子院跡、地籍図　国有地及び各年度買収地を色分け、
縮尺1/2500

〔昭和45年以降〕

91-1-1
〔新聞切抜〕　西日本新聞夕刊「宇美町四王寺に百ヘクタール
　亀井知事が語る　明治百年『県民の森』の敷地」、91-1は台
紙に貼付

〔昭和42年6月19日〕

91-1-2 〔新聞切抜〕　西日本新聞「“史跡の圧力”から解放　太宰府町
に保存協議会　町づくりに協力」 昭和42年6月23日

91-1-3 〔新聞切抜〕　紙名不詳「進まぬ国の買上げ策　一貫性欠く文
化財保護」 〔昭和42年〕

91-2-1 〔新聞切抜〕　朝日新聞「ここに政治を　宙に浮く史跡指定　
古代文化繁栄の地大宰府」、91-2は台紙に貼付

〔昭和42年10月16
日〕

91-2-2 〔新聞切抜〕　朝日新聞「福岡県大宰府の場合　宅地として売
れぬ　地元民　生活問題と猛反対」

〔昭和42年10月16
日〕

91-3-1
〔新聞切抜〕　西日本新聞朝刊「太宰府の史跡指定拡大　まず
地元の了解　参院決算委剣木文相が答える」、91-3は台紙に貼
付

〔昭和42年10月15
日〕

91-3-2 〔新聞切抜〕　夕刊フクニチ「“国ができるだけ負担”史跡問題
　都府楼跡拡張で答弁　参院決算委」

〔昭和42年10月25
日〕

91-4 〔新聞切抜〕　夕刊フクニチ「宙に浮く太宰府史跡　追跡ル
ポ」、91-4は台紙に貼付 昭和43年11月9日
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91-5
〔新聞切抜〕　読売新聞「“史跡・太宰府”を視察　県会文教委
　「指定で農民犠牲」怒りぶちまける地元」、後欠、91-5は台
紙に貼付

昭和42年11月15日

91-6-1
〔新聞切抜〕　西日本新聞朝刊「史跡に指定しないで　県議会
文教委が都府楼跡視察　十数人の老女が涙の訴え」、91-6は台
紙に貼付

〔昭和42年11月15
日〕

91-6-2 〔新聞切抜〕　紙名不詳「国の方針に不満　史跡の“最小限指定”
で　太宰府町」

〔昭和42年11月28
日〕

91-6-3 〔新聞切抜〕　西日本新聞「拡張反対の請願を採択　太宰府町
の史跡指定　県議会、地元を尊重」

〔昭和42年11月22
日〕

91-7-1 〔新聞切抜〕　西日本新聞「整備された都府楼跡“平安の昔を
しのぶ”観光客たちにも好評」、91-7は台紙に貼付 昭和43年4月3日

91-7-2 〔新聞切抜〕　西日本新聞夕刊「県事業で発掘調査　今夏から
太宰府地区の史跡」 〔昭和43年5月14日〕

91-8-1 〔記事切抜〕　文部広報第466号「文化庁発足　文化行政の一
元化図る」、91-8は台紙に貼付 昭和43年6月23日

91-8-2 〔新聞切抜〕　紙名不詳「文化庁の重点施策」、91-9は台紙に貼
付

91-9-1 〔新聞切抜〕　紙名不詳「文化庁長官に就任して　今日出海」、
91-9は台紙に貼付

91-9-2 〔新聞切抜〕　紙名不詳「日本万国博覧会⑦　日本万国博の特
色」 〔昭和43年6月23日〕

92 〔写真帳〕　「本仏寺所有家屋」とあり、写真6枚 46.4.1
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